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土地市場が存在するもとでの
トダ ロ ・パ ラ ドック ス発 生 の 可能 性
井 上.裕 一
1は じ め に
開発経済学 にとって,農 村 ・都市 間の労働 移動に関す る問題 は,多 くの注 目
を浴 びて きた,,
1970年代,発 展途上国は一L業化政策 を行 い,高 い経 済成 長率 を記 録 した。 し
か し,都 市内 にお けるインフォーマル ・セク ターは急 速に拡大 した。よ って,
都市失 業 に関す る関 心は,Harris.Todaro[1970]1,型の問題,す なわ ち 「なぜ
都市 失業 者が存在す るのか?」 とい う問題か ら,「なぜ,経 済発展 に も関わ ら
ず都市失業が増加す るのか?」 とい う問題 に移行 した。 このパ ラ ドックスを最
初に指摘 したのは,T。dar。[1976]')である。
都 市 のフ ナーマ ル ・セ クターの拡大 に も関わ らず,イ ンフ ォーマ ル ・セ ク
ターの シェアや 人口が増 加す る現象 は,Todaroparadoxと呼ばれ る。 これ ま
で,数 多 くの研 究者がT・dar。paradoxについての研 究を行 って きた、,代表的
な もの に,Arellano巨98ユ]やBlomqvist[1978]・Takagi[1984].があ げ られ
るが,こ れ らの研 究 はあ くまでHarri.s-Todnroモデ ルの フ レーム ワー クの も
とで,労 働市場 に関す る問題のみを扱 った ものであ惹,
農村 ・都市 の労働移動 に関す る問題は非常 に大 きな関心 をひいて きた に も関
1)こ れ 以 降,彼 らの モ デ ル をHarri5.TQd三lrQモデ ル と呼 ぶ。
2)こ れ 以 降,こ の モ デ ル をIodaroモデ ル と呼 ぶp
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わ ら ず,空 間 的 要 素 は ほ と ん ど 無 視 さ れ て き た 。 そ の 意 味 で,Harris-Todam
モ デ ル に 土 地 市 場 を 導 入 したBruεckner.ZenQu[1999]U,画期 的 な 論 文 で あ
る㌔
本 論 文 で は 、 農 村 ・都.市問 の 労 働 移 動 に お け る 土 地 市 場 の 重 要 性 を 考 慮 し,
Brueckner-Zenou[1999]カ～行 っ た よ う にHarris-Todaroモデ ル に 土 地 市 場 を
導 入 し.い か な る 条 件 の も も とでTodaroparadoxが発 生 す る の か を 示 す 。
た だ し,以 下 で しめ す よ う に,わ れ わ れ の 論 文 の 結 果 はUarris-Todaroモ
デ ル やBrueckner-Zenouモデ ル と は 異 な っ て い る。Brueckner-Zenouモデ ル
に お い て は,Todaroparadoxは決 し て 発 生 し な い 。 さ ら に,Harris-Todaro
モ デ ル に お い て は,都 市 失 業 率 は 常 に 一 定 で あ 惹,し か し,わ れ わ れ の モ デ ル
で は,都 市 の フ ォ ー マ ル ・セ ク タ ー が 十 分 小 さ い と き4tTodaroparadoxが発
生 す る 。 こ れ は,Todaro[1976]やTakagi[ユ984]に基 づ い て,Brueckner.
Zenouモデ ル を 動 学 的 に 拡 張 した こ と に よ る 。
本 論 文 の 構 成 は,次 の と お りで あ る。 第H節 で は,Brueckner・Zenouモデ ル
に 関 す る 議 論 を 行 う。 第1皿節 で は,:Brueckner.Zenouモデ ル の 動 学 的 拡 張 を 行
う 。 第N節 で は,新 た な モ デ ル の 分 析 を 行 い,土 地 市 場 が 存 在 す る に も 関 わ ら
ずTuda【oparadoxが起 こ り う る こ と を 示 す 。 最 後 に,NV節 で ま とめ を お こ
な う 。
11Brueckner-Zenouモデ ル に お け るTodaroparadox
Todaroparadoxとい う用語 は,都 市失 業 「率」 が増加す る現象 に用 い られ
る場 合 もあれ ば,都 市失業者 「数」が増加す る現象に用い られ る場合 もある。
しか しこれ 以降,Todaroparadoxとい う用 語 を,「都市 の フ ォー マル ・セ ク
ターの拡 大に も関わ らず,イ ンフ ォーマ ル ・セ クターの都 市.入[に占め る シェ
3)農 村 ・都 市 労 働 移 動 モ デ ル に土 地 市 場 を最 初 に導 入 した の はNA,,。me[1989]であ るか ,
Brueckner-Zenon「19991が指 摘 す る よ うに,Nakagom巳モ デ ル は,都 市 の 経 済 事 体 が 「実 現 さ
れ た 」 所 得で は な く,期 待 所 得 に よ って 行 動 す る とい う欠 点 を持 って い る 。
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アが増加 す る現象」で あると厳密 に定義ず る。
Brueckner-Zen⑪u[1999]は,農村 ・都.rh労働 移動 モデル に土地市 場 を導入
した点 で,画 期 的であ る。彼 らは,土 地市場 を導入 したHarris-Todaroモデ
.1レでは,Todaroparadox4t決して発生 しない とい うことを示 した。 しか しこ
の命題 は,以 下の理由が示すよ うにそれほ ど驚 くべ きものでは ない.
よ く知 られたHarris-Todaroの労働 移動均衡 条件 は,以 下の通 りであ る。
NF 珊
珊=鞠(1)躍F十酬+N , 蘇・十鯖
こ こで,添 え宇 瓦 ム4は,そ れぞれ.フ ォーマル ・セ クター,イ ンフォーマ
ル ・セ クター,農 業 セク ターを示す 。瑚 は人口規模で あ り,w,は ゴセ クター
におけ る賃 金を示す。各 セク ターの賃金率 は外 生的 に固定 され てお り,琳 〉
勘 〉勘 が常 に成立す ると仮定す る、(1〕の左 辺は都市 の期待賃 金率 を示 し,





こ こで,ヵ は都市 の フォーマル ・セ クターの雇用 シェアを示す。 よって ,都 市
失業率 アは,
γ=1.一ρ
各 セク ターにお ける賃金率は固定されてい ると仮定 してい るので,ρ は常 に一
定であ.る。 よって,NEが 拡大 して も アも常 に一定 となる.以 上 よ り.Harris-
TodaroモデルではTodaroparadoxが発生 しない ことが示 され た。農村 ・都
市労働移動 は,空 間的現象で あるに も関わ らず,こ れ まで空 間的要素 はほ とん
ど無視 され てきた、,その点で,Harris-Todaroモデルに土地市場 を尊人す る と
い うBrueckner-Zenou[1999]のア.イデ アは注 目に値す る。 しか し,都 市 地域
にお ける人口増 加は,混 雑 を引 き起 こし地価 を.E昇させ る。 よ って,農 村 ・都
十地市場が存在するもとでのトダロ・パラドックス発生の可能性(369)85
市労働 移動 モデルに土地市場 を導 入 して も,そ れが.人口流 入を制約す ることは
明 らかで あ る。Brueckner-Zenou「ユ999]の結論 が,そ れ ほ ど驚 くべ きでは な
いの はこう した理 由に よる.
しか し,Todaroparadoxは,Todaroによって第三世 界で現実 に観 察 され
た もので ある。 よって,Todaro[1976]の精神 にたてば,土 地市場があ るに も
かかわ らず,い か に してT。daroparadoxが発生 しうるのか を考察す る必要が
あるだろ う。以..ヒの ことを考慮 し,わ れわれ は,二 つの タイプの労働移動 モデ
ル,す な わ ちTodaro[1976],Takagi[1984]によ る 動 学 的 モ デ ル と
Brueckner-Zenou[1999]による都.市空 間を導入 した モデ ルを融合 し,新 た な
モデルを提 示す る。
IIIモ デ ル
生産部門 冬期'に おいて,三 つ の タイプの労働者が このモデ ルには存在す る。
すなわ ち,都 市にお ける フォーマ ル部 門労 働者NF(t)とイ ンフォーマ ル部 門
労働者 莇(の,さ らに農業部 門労働者 鵡 ω で ある。
フ ォー マル ・セ クター の生産関数 は,玲(以1◎ であ り新古典派的で ある。




こ こで,κ(f)は資本で あ り,外 生的 に与 え られ ると仮 定され る.そ して,
Kは 時 間を通 じて増加す ると仮定す る。 フォーマル ・セ クターの賃金 吻 は,
最低賃金 法に よ り固定 されて いる。 よって,N=NF(t)は(2)によって一意 に
決定 され,茄 の増加 は,K(t)によってのみ起 こる4,。
イ ンフ ォー マル ・セ クターは,収 穫一定の技術で労働 のみを投 入物 として生
産 を行 う。 よって,賃 金 断 は労働 の限界生産物 に等 しい。
4)この論文では.「経緕成長.1ぽ外生的なKの増加を示す。
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農業 セク ターで は,農 民の賃金 鞠 は外生 的に与 えられ,常 に.一.一定で ある と
す る。
三つのセ クターの賃金 の間にほ,以 下 の関係が常に成立す る と仮定す る。
躍F>zθA>躍1(3)
Todaro[1976]一Takagi[1984]に基 づ い たkeyequationt期の最 初 に,
フ ォーマル ・セ クターの拡大が農村 ・都 市労働移動 を誘発す る。 しか し,全 て
の移民 が フ ォーマル ・セク ターで就 職で きるわ けで はな く,移 民の一部 は,次
の 什1期 にイ ンフ ォーマル ・セク ターで働 くことにな る葦簡単化 のため に,
インフォーマル部 門労働者 と新 た な移民 か らの フォー マル ・セ ク ターへ の選抜




ここで,M(の はf期 に おけ る移民 で あ り,F(t)は'の終わ りにフ ォーマ
ル ・セ クターへ雇用 された労働 者数 を指す。ノ(汁1)とノω は,そ れ ぞれ 什
1期 と'期 の フ ォーマ ル ・セ クターにおけ る雇 用で あ る。 さ らに,G(t)は'
期 の終わ りに新 たに創出 された フォーマ ル ・セ クター の雇用を示す、式(4)は.
r+1の初め のイ ンフ ォーマル ・セ クターの労働 者を指す。式(5)は.'+1に
フォーマル ・セ クターで雇用可能 な労働者数 が,'期 のフ ォーマル ・セ クター
の雇 用数 と'期 の終わ りに新たに募 集されたフ ォーマ ル ・セクターの雇用に等
しい ことを示す,,よって,上 記 の式 は以下のよ うに書 き直す ことがで きる。
ハ1}('十1)=エVI(の十』4(')一ρ('一十 1)[1>,(δ十八f(r)7.(6)
ノ('一ト1)=ノ(δ十〔⊆1→一μ)NF(δ(7)
ここで,ρ(汁1)は'期 の終わ りに フ ォーマル ・セ クター に雇用 され る確 率,
す なわ ち,汁1の 初ゆ に フォーマ ル ・セ ク ターで働 き始め るこ とので きる確
立 を指 す、0<μく1は,'期 にお けるフ ォーマ ル ・セ クターか らの退職率 であ
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り,g>0は,'期 にお けるフォーマ ル ・セク ターの成長率 を示す。
f期の終 わ りにフ ォー マル ・セ クターで雇用 され る労働 者数 と,'期 の終わ





これがわ れわれ のモデ ルのT⑪daro[1976]とTakagi[ユ984]に基づ いたkey
equationであ る。M(')を内生 的に決定す るため に,わ れわれ は,移 民 が都 市
の期待効用 と農村 の効用 とが等 しくなるまで続 くと仮定す る、,すなわち,
ρ('+1)up(f+1)+[1一ρ¢+1)]遅速7ト1)=鞠(10)
ここで,抑 α+1),κ,(汁D,鞠は,汁1期 の初 めの効用であ る。
BrUe¢kner-Zenou[1999]に基 づい た都 市構 造Brueckner.Zenou[1999]と
同様 に,都 市はモ ノセ ン トリックで あ り小開放都市 であ ると仮定す る。 フ ォー
マル ・セクターの労働者 はCBDに 通勤 し,イ ンフォ.一マル ・セ クターの労働
者 はCBDの 外 で生産活動 を行 う。 よって,イ ンフォーマル ・セク ターの労働
者 は,シ ョ ッピングや求職活動のためだ けにCBDに 通 うため,そ の トリップ
の回数 はフ ォーマル部門の労働 者 より喚少 な くなる。
さ らに,全 ての都市居住 者は1単 位 の土地 を消費す る と仮定する(都 市構造
に関 しては,第1図 を参照せ よ)。




ここで,σ は合成財 の消費水準で あ り,τ はCBDへ の限界交通費川 であ る。















フォーマル部 門 イン フォーマル部 門 農業 部 門
労.働者' 労働者 労 働者
栴 は,農 村 部 に お け る 地 代 で あ り,一 定 と 仮 定 さ れ る 。7(の は,canか ら2
離 れ た 地 点 の 地 代 で あ る 。Brueckner-Zenou[1999]と同 様 に,イ ン フ ォ ー マ
ル ・セ ク タ ー の 労 働 者 は,フ ォ ー マ ル ・セ ク タ ー の 労 働 者 よ り もCBDへ の ト
リ ソプ の 回 数 が 少 な い た め,c+γ ω=躍 一 απ の α は,1よ り小 さ い と仮 定 す 益 、
孟期 の 始 め の 都 市 構 造 は 以 下 の 通 りで あ る 。
f=」VFω(11)
三『一f=ハ ろ〔')(12)
側F-t,(t)一ry=勧一 解、ω 一 ατf(13)
1{ケーz¢1〔')一αττ=塩(14)




IVモ デ ル の 分 析
以 上のモ アルの設定 の もとで,フ ォーマ ル ・セク ターがgの 率で拡大 し,
上地市場が存在す るもとでの トダロ ・パラ ドックス発 生のrJ.能性(373)89
解 雇 や 利 殖 に よ っ て,μ 酪 ω の フ ォ ー マ ル ・セ ク タ ー で の 雇 用 が 生 じ る と す
るgこ れ に よ り.(σ 十 μ)瓦《の の フ ォー マ ル 部 門 の 労 働 者 が,'期 の 終 わ り に
.イ ン フ ォ ー マ ル 部 門 の 労 働 者(=N,(k))と 新'たな 移 民(=M(')〕 か ら選 抜 さ れ
る 。(9)よ り,計1期 の 終 わ りの.各部 門 の 効 用 水 準 は ,以 下 の 通 りで あ る。
㍑。('+1)一躍。一 塩一TL(1+σ)1V。ω+aN,(什1)]
;躍 ド 均 一 τ{(1+σ)NF(t)+α[珊ω+M(t)
一(9十μ)ハ伝(')]}(18)
z脅('十1)=甜,一塩 一 τ[(1一μ)ム伝(台十 ハ1}(の十M(')(1s)
仮 定 零 り,.吻;晦一 η は 一 定 で あ る 。
都 市 の 経 済 成 長 に よ り誘 発 さ れ た 新 た な 移 民 は,均 衡 条 件(10)が満 た さ れ る
ま で 流 入 し続 け る 。
(10)なら び に(18)・(19)より,
ρ('+・)一町 驚悪 馬 ユ鵠 箸考 課毒躍ω]⑳
筋(坦Mω>0と 鞠 〉鞠 〉勘 ・ρα十1)>0を考慮す ると,
鞠一 助+α τf(1一μ)NF(()+鐸、ω+M(t)]〉η一 勘>o(21)
0〈獅 一躍一 τ(1一α)(11g)NF(t)く鞠 一砺(22)
が成立す るため,以 下の不等式が成 り立つ。
(・〈聯 鷲 ・ρ('・・)・(23)
さ ら に ρe+1)は,以 下 の 二 次 方 程 式 の 解 で あ る こ と が 示 さ れ る.(8)と
(20)より,
κ≡[ρ(井 川z瞬 一"一 τ(1一α)〔1+9)NF(t)]一力('+1)
["通一 節,一醒τ(1一μ)ハ伝(')]一az(g十μ)NF(t)=0(24)
ρ('+1)=0の と き.X=一ac(σ+μ)NF(t)<0で あ る 。 す な わ ち,(24)は,正
と 負 の 二 つ の 解 を 持 つ が,経 済 学 的 な 意 味 を 考 慮 して 正 の 解 の み に 注 目 す れ ば
よ い 。
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ここで,簡 単化 のため にNF(')≠0を仮定す る。陰関数 の微分則 を(24)に用
い ると,以 下の不等式 を得 る%
讐 評 ・・ 鷲 ・・(25・















(29)の分 母 は 常 に 正 で あ る か ら,Todar。parad。xが発 生 す る か ど う か は,分
子 の 符 号 の み に 注 目 す れ ば よ い 。
(25)かつ ρ('+1)<1な ら び に0〈 μ〈1よ り
・1一・・+・・…'・ ・)(・一・… 鳴 評 ・・.・ )(・19…
よって,Todaroparadoxが発生す るか どうか は明 らかで はない。以下 の節で
この問題 につい て明 らか にす る。
フ ォーマル ・セ クターの拡大 とTodaroparadoxこの節で は,フ ォーマ ル ・
セ クダ.飾 ω の変化が,都 市失業率 にいかなる効果を 及ぼすか を調べ る。
・)論 川 塒 ・脚 机 榔 ・・醐 ・つ　 ・・付制 ・… 見・・
土地市場が存在するもとでのトダロ・パラドックス発生の可能性(375)91
最初に,鰯(δ が と りうる範囲 は,以 下の ようで ある ことが示され る。(25)
よ り,(23)で示 された 戸('+1)の範囲内で,ρ('+1)と赫 ω の間に1対1の 対
応が ある ことがわかる。 このことは,か(什1)の範囲に対応す る形で,ム駅 ∂ に,
以下 のよ うな.ヒ端 と下端があ ることを示 している、,
0く鯵(のくNF(t)
・25)…辮 ・符号・正… た・,鵜 ・轍 値・取・・きゆ
α十Dは 最大値 を取 り.錦 ω が最小値 を取 る とき,ρ(r十1)は最:小値 を取 る。




。ρα+1)な らば,勘,術,疎 が仮 定 によ り一定 とされ
ているた・・響 一・が成立す・・よ・て・(・蜘 肝 ・正・あ ・・
Todaroparadoxが発 生 す る こ とに な る 。
・ も し ρ〔彦+1)=limρ(♂.+1)=1な ら ば ,都 市 失 業 率 は 減 少 す る.こ の
ガアくの　ガぱハ
こ と は,以 卜.のよ う に し て 示 さ れ る 。 ヵα+1)=1を(24)に 代 入 す る と 次
式 を 得 る 。
NF(t)=躍F一晩
τ(1+9)
こ の 点 で は,[1一 ρ('+1)lp('+1)(1一μ)=0が 成 立 す る 。 さ ら に ,(25)
・り・甥1)・ ・が成立す・・
よ っ て 、
・・一・・'・・)J・'・D(・一・・一 ・・鷺1)(・+・)(・+・ ・
を得 る。すなわち,(29)の分子 は負 であ る。 この ことは,都 市失業率が減
少 している ことを意味す る.
次 に,φ ≡¢(か(什].))を以下 のように定義 す る。
・ψ ・'・D)… 一・・'・・・・・・・・ ・… 一 ・・一 驚 夏 ・ +・・(・+・・
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わ れわれ は,す で に ⑪〈NP(t)〈NF(8の範 囲におい て,φ(飾(δ)一〇の解
罐 ω が一つ しか存在 しない こ とを証 明 してい る(証 明 につ いて は,付 録 を
参 照せ よ〉。 この ことと,先 ほ どの端点 につ いての議論 を考慮 すれ ば,以 下 の
よ うな命題 を得 る,、
命 題10<飾(')〈NF(t)の 間 で は,常 にTodaroparadoxが発 生 し,1畷
ω 〈 躍 〔'〉<2>F(')の問 で は,Todaroparadoxが発 生 しな い 唯 一 のNF
ω が 存 在 す る 。
すなわち,フ ォーマル ・セ クターの拡大 によって誘発された都 市への移民に
よる効果 は,(i)フォー マル ・セク ターが十分小 さい ときは,都 市失業率 を増
大 させ,一 方,(の フ ォーマ ル ・セ ク ターが十分大 きい ときは.都 市 失業 率
を減少 させ る。
V結 語
われ われ は,都 市への移民が増加 した ときに,都 市失業率が増加す るか減少
す るか は,フ ォーマ ル ・セク ターのサ イズ に依存す るこ とを示 した%
農村 ・都 市労働移動の研究 において,土 地市場 を.含めた研究 はほ とん どなさ
れて こなか った。わ れわ れは,本 研究が農村 ・都市労働移動 における土地市場
の役割 を理 解す るための.助 になると考 える、 もち ろん,本 研究で のモデ ルは
あ くまで理論的 なものにすぎない 、今後の実証的な研究 が望 まれ る。
6)た とえ ぼ ソウルで は,第 二次 大戦直後.都 市入[は100万入程度であ った。 しか し,現在 では
人[は2000万人 にまで増加 している。 これ は,抵 界の都 市において も最 も高い人口増 加率である,
ノウルは,成 長の初期段 階で数多 くの都市問題 に直面 した.そ の うちの 一つか,イ ンフ ォーマ
ル ・セクターの拡大であ り,無 数のスラムが形成 された 。しか し.現 在ではそのほ とん どが消滅
してい る。 これ らの ことを考慮すれば,現 在 のソウルの 人[は,ほ ぼ臨界状態にあ るといえ る.
バンコク も同様 に,戦 後急 激な人1.../増加 を経験 した都市 である.し か し.現 在の 人口 は,500万
人にす ぎない.ソ ウル と比較 して,バ ンコクの人[は まだ臨界状盤 に達 していない と考え られ る.
実際,現 在 にお いて も,バ ンコクの経 済成 長は都市へ の人口流 入を促 し.イ ンフォーマ ル ・セ ク
ターは拡大 し続 けてい る。
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付 録
O〈酬 ω 〈1VFωの 範 囲 内 に,¢ 〔」〉}ω)三〇 を満 た す解.が唯 一 存 在 す る こ との 証 明
(2のをp(t+1)で微 分 して,
再 論 一…'・… 一 一…一a)(1…NF(t)・
一L鞠一砺+av(1一μ)NFω]=2声('+1)4一β>0(30)
こ こで,A,∬ は定 数 で あ り,(21)と(22)より 温>0,B>0を 満 た す,,そして(23)より
2p('十1)A-B>Oが証 明 され る。 さ らに,
器 一 一 ・…+1)】・(・一・・酬'・一 ・・蜘 ≡一 ゆ・'・〕」・・一・〈・ ・31)
が 成 立 す る、,ここで,CとU43F:の 定 数 で あ 乱
吹 に.以 下 の 議 論 のた め に ゆ が ヵ(升1)の 関 数 で あ る と定 義 し,の(p(t+1))三〇 の 解




一」鑛 詔;筆 望 ψ+9)(1+σ)一〇(32)





よ っ て.解 の存 在 に つ い て は,ψ(ρ〔'+D)=0を調 べ て もr(ヵ〔'+1))=0を調 べ て も同
じで あ る。
こ こで,わ れ わ れ は.関 数'T=八 か(t+--)の形 状 を調 べ る 。∫マψ(汁D)=0は ,ρ(什
1)につ い て の3次 関 数 で あ り、 第1項 の 符 号 は負 であ る、,そして,∫-=r(ρ('十1))は,
以 下 の 不等 式 を 満 た す,
∫て1)=一(C十〇)(1十ρ)(g十μ)く0
∫-(0)=一ρ(1十σ)(9十μ)〈0





ここでE.Fは,正 の定 数 で あ る、 〔23)より,わ れ わ れ は以 下 の 式 を得 る。
0く2ρα十1)A一βく21全一β
よ って.以 下 の式 が成 立 す る。
1「▼ (1)=一3(ユーp)(2A一β)一[2(1十g)〔g十μ)C十4(1-lt)A]〈O
∬T'(0)=3正3〔1一μ)>0
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関 数 「三勘(・+1))4,WnW,〈p
ale-m,(岨 × ・の 糊 で汲 初 に 増 加 し後 に減 少 に転
じる
こ こで.∫ τをNFω で 微 分 す る と,
識)一 、論1_._+∂ ヵ8旱、)励('・・)∂茄 ω
こ こで,以 下 の式 が 成立 す る 、
、諾,1。_ .一一・・('・D(・一α)(・+…一・(・一。・・
一(1+9>(σ+μ){[ρ(汁1)]'(1-a)τ+ar}〈0














以 上 の結 果 か ら,rとN,(t)ぽ,第4図 ・第5図 の いず れ か の 関係 を 満 た す 。
どち らの グ ラ フが 成 立 す るか ど うか は,他 の パ ラ メ.一夕 ー に依 存 す る.し か し.い ず
れ の ケー ス に おい て も,r(IV,(t)〉=0の解 は,0<輪(δ くNp(t)の範 囲 内 で唯.・存 在 す
駆,よ っ て,0く 飾(の くNFω の 範 囲 内で,砂(NF(t)つ≡0を 満 たす 解 が ただ 一 つ しか
存 在 しな い こ とが 証 明 され た。
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